
第６回 資源循環型施設建設候補地選定委員会 次第 

 

                     日 時：平成１７年１０月 ３日（月） 

                         午後１時３０分から 

                     場 所：清浄園 ２階 会議室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 報告事項 

   第５回委員会の会議録について 

 

４ 議題 

 （１）建設除外地域の確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料１） 

 

 （２）候補エリアの選定方針の検討・・・・・・・・・・・・・・（資料２） 

 

 （３）候補エリアの抽出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（別 図） 

 

 （４）候補エリアの評価、絞込み・・・・・・・・・・・・・・・（資料３） 

 

５ その他 

   次回委員会 １０月下旬から１１月上旬 

 

６ 閉  会 
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資  料 １ H17.10.3 
第６回資源循環型施設建設候補地選定委員会

 
建設除外地域の確認 

 
表１ 建設除外地域の抽出決定事項（第５回まで） 

主題図区分 調査・整理項目 

地形 山地、丘陵地、台地・段丘、低地、 

標高 400m～600m、600m～800m、800m～1,000m、1,000m 以上 

地質 未固結堆積物、半固結堆積物、固結堆積物、火山性岩石、深成岩類、活断層位置

都市計画 
都市計画区域、用途地域(工業系以外)、用途地域(工業系)、公園・緑地、その他

都市施設、伝統的建造物群保存地区 

農地 農業振興地域、農用地区域 

自然環境保全 
国立・国定自然公園区域、※３県自然環境保全地域、郷土環境保全地域、鳥獣保

護区、特別保護地区 

林地 国有林、民有林、保安林（土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保林） 

防災１ 河川、砂防指定地、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域 

防災２ 地すべり危険箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、土石流危険区域 

下水道 
公共下水道計画区域、特定環境保全公共下水道区域、農業集落排水区域、コミュ

ニティプラント事業区域、浄化槽設置整備事業区域 

文化財 史跡・名勝・天然記念物、埋蔵文化財 

上水 水源位置、水道水源保全地区 

道路網 主要道路 

鉄道網 圏域内鉄道路線 

公共施設等の分布 
学校、幼稚園、保育園、病院、老人保健福祉施設、レクリエーション施設、開発

予定区域、その他 

住宅地等 住宅地、※４主要道路・鉄道・河川に挟まれる狭小な区域 

 

※１     第５回まで 建設除外地域抽出決定事項 

※２ 候補地が絞り込まれた中で除外地域が範囲に入った場合、除外地域も含め柔軟に検討できるものとする。 

※３ 圏域内に「県自然環境保全地域」の指定はない。 

※４ 主要道路、鉄道、河川に挟まれる区域で、区域の幅が 150ｍに満たない区域とした。 

 

 

1 



資  料 ２ H17.10.3 
第６回資源循環型施設建設候補地選定委員会

 

○候補エリアの選定方針（案） 

（１）・・・第 1 次選定 （２）・・・第２次選定以降 

 

１．周辺環境への配慮 

（１）施設の建設による周辺環境への影響が少ないエリアを選定する。 

（２）常に周辺住民から施設の安全が確認できるエリアを選定する。 

 

２．地域特性 

（１）周辺住民が集い易く、楽しめるエリアを選定する。 

（２）地域住民の関心が持てるようなエリアを選定する。 

（２）ごみ問題の教育、啓発するセンター的な機能が十分発揮できるエリアを選定する。 
（２）廃棄物関連施設があまり集中しないエリアを選定する。 

 

３．収集運搬効率 

（１）主要道路（トンネルは除く）から１ｋｍ以内のエリアを選定する。 

 

４．省エネルギー、クリーンエネルギー、資源循環 

（１）省エネルギーの視点で収集車の走行距離を出来るだけ少なくなるようなエリアを選定する。 

 

５．防災 

（１）災害を受けにくいエリアを選定する。 

 

６．土地利用 

（１）地形が比較的平坦なエリアを選定する。 
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資  料 ３ H17.10.3 
第６回資源循環型施設建設候補地選定委員会

 

○第１次選定 選定方針に基づくエリアの評価（案） 

項目 ◎ ○ △ 

１．（１） 

周辺環境への

配慮 

自然環境保全地域から

離れている 

自然環境保全地域が近い

位置にある 

自然環境保全地域が隣

接している 

２．（１） 

地域特性 
誰もが集まりやすい 集まりにくい区域がある

集まりにくい区域が多

い 

３．（１） 

収集運搬効率 

８割以上が主要道路か

ら１ｋｍ以内に含まれ

る 

５割程度が主要道路から

１ｋｍ以内に含まれる 

主要道路から１ｋｍ以

内が５割以下である 

４．（１） 

省エネルギー、

クリーンエネ

ルギー、資源循

環 

エリア間の総延長距

離・台数が 15 万ｋｍ・

台以下である 

エリア間の総延長距離・

台数が 20 万ｋｍ・台以下

である 

エリア間の総延長距

離・台数が 20 万ｋｍ・

台以上である 

５．（１） 

防災 
危険箇所が隣接しない 危険箇所が一部隣接する

危険箇所が多く隣接す

る 

６．（１） 

土地利用 
平坦な場所が多い 平坦な場所が半分程度 平坦な場所が半分以下 
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資  料 ３ H17.10.3 
第６回資源循環型施設建設候補地選定委員会
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○第一次 選定方針に基づくエリアの評価表（案） 

  評価項目 

エリア番号 
周辺環境 地域特性 運搬効率 省エネ 防災 土地平坦 

1 ○ △ ◎ ○ △ △ 

2 ○ ○ ◎ ○ ○ △ 

3 ◎ ○ ◎ ○ △ ○ 

4 ◎ ○ ◎ ○ △ ◎ 

5 ◎ ○ ◎ ○ ○ △ 

6 ◎ ○ ◎ △ ○ △ 

7 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ 

8 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

9 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

10 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

11 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

12 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

13 ○ △ ○ ○ △ △ 

14 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

15 ○ ○ ◎ △ △ △ 

16 ○ ○ ○ ○ ○ △ 

17 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

18 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

19 ○ ◎ ○ △ ○ △ 

20 ◎ △ ◎ △ ○ △ 

21 ◎ △ ◎ △ ○ △ 
 



◎年間運搬距離によるエリアのグループ分け(評価表：省エネ）※別図参照

総運搬距離
ｋｍ・台／年

エリア１２ 97,897 1

エリア１１ 107,497 2

エリア８ 109,936 3

エリア９ 110,278 4

エリア１０ 130,094 5

エリア１８ 137,243 6

エリア１４ 137,721 7

エリア１７ 138,108 8

エリア１６ 154,481 9

エリア２ 162,116 10

エリア３ 167,051 11

エリア１３ 169,085 12

エリア５ 176,626 13

エリア７ 182,912 14

エリア１ 186,609 15

エリア４ 194,975 16

エリア６ 213,390 17

エリア２０ 223,192 18

エリア１９ 237,433 19

エリア１５ 237,453 20

エリア２１ 285,919 21

年間総運搬距離（ｋｍ・台）　＝　各エリア間の直線距離の合計（ｋｍ）　×　各エリアの年間車両台数の合計（台）　

◎収集エリアごとの総運搬距離算定式
（エリア人口：平成１２年国勢調査字別人口、ごみ原単位：平成14年度一般廃棄物実態調査）

年間エリアの車両台数（台）　＝　年間ごみ発生量（t）　÷　４．０ｔ（収集車1台）

年間ごみ発生量（ｔ）＝　エリア人口（人）　×　ごみ原単位（ｇ／人・日）　×３６５日

エリア評価

◎

○

△

順位エリア名

第３グループ

第２グループ

第１グループ

グループ分け
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収集エリア図 
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